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Thenumberofstudents,thattakeanentranceexaminationofnational

collegeofteclmology,hasbeendecreasingforthelastfewyears.Itseemsto

haveinfluenceonsomesocialphenomena,forexample.theincreaseofapplト

cantsforuniversity.thedecreaseinpopulationofyoungpeople,anthetend-

encytoloseinterestinscienceorengineering.Sowehavebeenbegimingto

opentheelectronicstraininginsl皿 erforthepastthreeyears.Tooursup

prise,thereweremorestudentstakingpartinthiseventthanweexpected.

Attheendofthistraining,weaskedthemfortheanswersoftheques-

tionnaireaboutitandtheirentranceexamination.Fromtheresults,yewere

abletoderivesomeeffectsofthisevent.Wereportsthemlikethis.

1.はじめに

ここ数年,本校における志願倍率の状況をみると,年々次第に低下してきている.特に電

気工学科ではこの傾向が強い.これは15歳人口の減少期の影響,大学指向の増加および最

近の理工系離れの傾向の現れと受けとれる.このような状況を少しでも改善する目的で,電

気工学科では3年前より中学生を対象にした ｢電子工作教室Jを開講してきている.本講座

では,中学生世代の若い人々に ｢電子工作｣の基本事項を学習してもらい,実際の工作実習

を通して電子工作の楽しさを実感し,さらに電子関連のことに興味をもってもらうことに主

眼を置いている.このことが電気工学科に限らず長野高専の広報という観点からも有意義で

はないかと考えられる.本報告では,これまで行っている講座の概要と受講中学生のアンケ

ー トをもとに本講座の中学生に果たす役割について桧討を行ったので報告する.
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2.講座の概要

2-1基本方針

本講座の開講の主な目的が広報という点であることより,少しでも多くの中学生に参加し

てもらえるように以下の点を考慮した.

①開講の時期

②講座の日数

③講義の内容

④制作物の内容

⑤実習方法

⑥構内見学

時期については,中学生が進路調査をひかえて進路を考えるのに参考となるように夏期休

業の中間にしたく1).また,講座の日数については,2-3日間かけて内容をじっくり教えて

やる方が良いかもしれないが,遠方の中学生の場合には宿泊が必要となるため,参加しにく

くなる問題が生じる.このような理由から内容的には少し無理があるかもしれないが,1日

で行うように決定した.講義の内容については日数が1日としたために電子工作やディジタ

ル回路で必要な最小限の知識ということで,電子部品の種類や使い方の話を中心とした.製

作物は身近でよく使われている物で,その内容も理解しやすい物ということで ｢ディジタル

時計｣を選択した.また,製作時間の都合上,市販のキット製品を使うことにした.実習方

法については教官側が主体となるのではなく,補助を務めてくれ.8本校学生に製作の指導や

助言を積極的に行ってもらうようにした.講座の最後には,希望者に本校の主な場所の見学

をしてもらういことにした.

2-2講義の内容

講義の時間は1時間で,内容は以下のような項目に基づいて行っている(2).

(∋電子部晶のいろいろ

様々な電子部品の種類と主な用途を回路記号を含めて紹介している.

②抵抗の話し

抵抗のカラーコー ド表の読み方について説明している.

③コンデンサの話し

コンデンサの種類と値の読み方について説明している.

@ダイオードの話し

簡単な半導体のこととダイオードの働きについて説明している.

⑤ トランジスタの話し

トランジスタの仕組みについて説明している.

⑥LEDのはなL

LED仕組みについて説明している.

⑦ICの話し

ICわ仕組みについて説明している.

⑧時計キットのはなし
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電恢同期式のディジタル時計の動作について説明している.

2-3実習の内容

実習に使用しているのは,図1に示すような家庭用電源から基準信号を作り出す電源同期

式のディジタル時計キットである.このキットを使うことにより,分周による計時動作,L

EDの表示の方法,整流動作およびタイマーの概念を学習することができる.

実習は40-50名入る実験基と20名の入る突験轟にわかれ,1テーブル 4人ずついる受講生

を教官 3名と学生補助員6名とがそれぞれ文閏を進めるという方法を採っている.実習は個

人個人がが学生補助員の指叫のもとで資料を見なから進めることにして,教官側は主に全体

をみるようにしている.これは本校の早生との触れ合いに屯きを置くことにより,受講生の

講習があまり府苦しいものとなら/LIいように′巧威したものである.

ACIOOV

図1製作キットのブロック図

図2実習風景

削
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3.アンケー ト結果

本講座を開許した年から講座終了後に簡単なアンケートに答えてもらっているので,この

結果についてまとめたものを図3,図4に示す.ただし,初年度は質問項目が少なかったの

で平成6年と平成7年のものが中心である.グラフ中の数字は人数を表し,長さは百分率を

表す.図4(C)(d)はともに人数を表す.

参加した学生の学年別内訳はどの年も3年生が圧倒的に多い状況である.これは本校-の

受験をを考えた下調べや本校の見学をした上での進路決定を行おうと考えているものが大半

を占めているからと思われる.また,講座の内容も難しいと受けとられている可能性もある.

出身地方については北信が一番多いものの中南信の遠方から参加すものの割合も多い.これ

については講座の日数を1日とした効果が十分あるのではないかと思う.本講座についての

情報は,各中学校に送られたパンフレットを見た先生からの話しで知ったものが多い.本講

座を先生の話から知ったものが多いが,実際に参加した動機としては ｢電子工作｣に興味が

あったからというものが6-7割と一番多く,先生や親から勧められたのではなく自ら積極的

に参加してきているものが意外に多い.また,本校の見学が目的で参加したものも3分の1ぐ

らいいるのがわかる.

(a) 出身地方はどこですか
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(C) この公開講座を何で知りましたか
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(e) 講義の内容は
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(b) 中学何年生ですか
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(d) 公開講座に参加した理由
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(f) キットの内容は
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図3アンケー ト結果1
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講座の内容面については次のような結果となっている.講義の内容では平成6年には3分

の1ぐらいいたものが,その反省から平成7年はよりわかりやすく説明したためか4分の1と

減少している.キットの内容については大半のものがちょうど良いと答えているので適当な

教材と思われる.

講座の日数については受講した中学生側も 1日と答えているものが大半である.やはり遠

方からの参加者のことを考えると 1日というのが中学生の場合には適当な日数と思われる.

開講の時期についてもこちら側が設定した 8月上旬というのが参加する中学生側も一番都合

の良い時期のようである.

受講した学生たちの感想については図3(j)に示すようにかなり良好な結果が得られてい

る. ｢楽しかった｣, ｢良かった｣および ｢ためになる｣という率直な感想のほかに高専生

の丁寧な指導に対して大変良い印象をもった様子である.

また,学校の見学の希望を募ると半数以上のものが集まる状況である.図3(k)見学後の

本校に対する印象もかなり好印象をもつようである.

平成6年と平成7年は本校-の受験の有無についての項目を設けたところ,図4(a)に示

すように 8割以上のものが受験を考えていると答えている.このことより,本講座-の参加

目的の中には本校の見学や進路決定を見学をした上で最終的に決定しようと考えているもの

が多数いることがわかる.

(g) 実習の指導の方法は
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(i) 公開講座の時期は

10 60

tL7･"鴨川･tQSSHAIML

(k) 学校の印象
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図3アンケート結果2
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また,本講座への参加者の中には,受験についても先生や親から勧められるのではなく自

分で積極的に考えているものが多数いることがわかる.なお,本講座を受講して本校に入学

したものは,平成 6年度入学者 (現2年生)は24名,平成 7年度入学者は22名いること

がわかった.この数から推測すると合格はできなっかたものの受験をしたものは結構いるの

ではないかと思われる.

(a) 本校-の受験を考えていますか (b) 受験を誰に勧められていますか
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(C) 受講音数
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(d) 受講者の入学者数
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図4本校-の受験について

4.おわりに

本講座の開講の目的は,先にあげたように広報という点に主眼を置いたものであったが,

これについてはアンケー トの集計結果から,受験希望の学生の数や受講したものの中から実

際に入学してきている人数が毎年20名を越えているような状況をみると,その効果は十分に

果たしていると思われる.15歳人口の減少と大学指向化の進む中,本校の志願倍率が年々下

がってきている現在,このような講座が広報という意味で数多く開かれていくことが重要で

はなかろうか.また,感想にもあったように受講する中学生たちには,補助的な仕事を行っ

てくれる本校の学生の存在も好印象を与えるという意味で重要な要素となっているようであ

る.また,こうした理工系に関連した内容の講座は中学生世代には好まれる内容のように思

われる.このような活動が少しでも理工系離れの防波堤となっていけばより意義深いものと

なるであろう.
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